
第
一
章

関
係
省
令
の
整
備

（
医
療
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

医
療
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
三
年
厚
生
省
令
第
五
十
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

附

則

附

則

（
指
定
の
申
請
）

第
六
十
一
条

法
第
百
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
医
療
機
関
勤
務
環
境
評
価
セ
ン
タ
ー
（
同
項
に
規
定
す
る
医

療
機
関
勤
務
環
境
評
価
セ
ン
タ
ー
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
指
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事

項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

一

名
称
及
び
住
所
並
び
に
代
表
者
の
氏
名

二

評
価
等
業
務
（
法
第
百
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
評
価
等
業
務
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）を
行
お
う
と
す

る
主
た
る
事
務
所
の
名
称
及
び
所
在
地

三

評
価
等
業
務
を
開
始
し
よ
う
と
す
る
年
月
日

２

前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

定
款
又
は
寄
附
行
為
及
び
登
記
事
項
証
明
書

二

申
請
者
が
次
条
各
号
の
規
定
に
該
当
し
な
い
こ
と
を
説
明
し
た
書
類

三

申
請
者
が
第
六
十
三
条
第
一
号
、
第
五
号
及
び
第
九
号
の
要
件
を
満
た
す
こ
と
を
誓
約
す
る
書
類

四

役
員
の
氏
名
及
び
経
歴
を
記
載
し
た
書
類

五

評
価
等
業
務
の
実
施
に
関
す
る
計
画

六

評
価
等
業
務
以
外
の
業
務
を
行
つ
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
業
務
の
種
類
及
び
概
要
を
記
載
し
た
書
類

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報
３

第
一
項
第
二
号
か
ら
第
五
号
ま
で
の
事
項
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
場
合
に
は
、
法
第
三
十
六
条
第
一
項
の
協
定
に
定
め
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

一

第
一
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項

一
箇
月
に
つ
い
て
労
働
時
間
を
延
長
し
て
労
働
さ
せ
、
及
び
休
日
に
お
い
て
労
働
さ
せ
る
時
間
が
百
時
間
以
上
と
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
な
い
場
合

二

第
一
項
第
五
号
に
掲
げ
る
事
項

一
箇
月
に
つ
い
て
労
働
時
間
を
延
長
し
て
労
働
さ
せ
、
及
び
休
日
に
お
い
て
労
働
さ
せ
る
時
間
が
特
に
長
時
間
と
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
な
い
場
合

附

則

１

こ
の
省
令
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

第
一
条
及
び
第
二
条
（
技
能
向
上
集
中
研
修
機
関
に
お
い
て
当
該
技
能
向
上
集
中
研
修
機
関
が
受
け
た
指
定
に
係
る
業
務
に
従
事
す
る
特
定
医
師
及
び
特
定
高
度
技
能
研
修
機
関
に
お
い
て
当
該
特
定
高
度
技
能
研
修
機
関
が
受
け
た
指
定

に
係
る
業
務
に
従
事
す
る
特
定
医
師
に
係
る
部
分
を
除
く
。）に
規
定
す
る
時
間
に
つ
い
て
は
、
令
和
十
八
年
三
月
三
十
一
日
を
目
途
に
当
該
時
間
を
規
則
第
六
十
九
条
の
四
及
び
第
六
十
九
条
の
五
に
規
定
す
る
時
間
と
す
る
こ
と
を
目
標
と

し
て
、
こ
の
省
令
の
施
行
後
三
年
ご
と
に
、
特
定
医
師
の
労
働
時
間
の
動
向
そ
の
他
の
状
況
を
勘
案
し
て
必
要
な
見
直
し
を
行
う
も
の
と
す
る
。

〇
厚
生
労
働
省
令
第
七
号

良
質
か
つ
適
切
な
医
療
を
効
率
的
に
提
供
す
る
体
制
の
確
保
を
推
進
す
る
た
め
の
医
療
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
三
年
法
律
第
四
十
九
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
及
び
関
係
法
律
の
規
定
に
基
づ
き
、
良
質
か
つ
適
切
な
医
療
を
効

率
的
に
提
供
す
る
体
制
の
確
保
を
推
進
す
る
た
め
の
医
療
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
厚
生
労
働
省
関
係
省
令
の
整
備
及
び
経
過
措
置
に
関
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
四
年
一
月
十
九
日

厚
生
労
働
大
臣

後
藤

茂
之

良
質
か
つ
適
切
な
医
療
を
効
率
的
に
提
供
す
る
体
制
の
確
保
を
推
進
す
る
た
め
の
医
療
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
厚
生
労
働
省
関
係
省
令
の
整
備
及
び
経
過
措
置
に
関
す
る
省
令

目
次第

一
章

関
係
省
令
の
整
備
（
第
一
条

第
七
条
）

第
二
章

経
過
措
置
（
第
八
条
）

附
則
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